
山都山都山都
や ま と

2020.2
熊本県山都町議会

12月定例会

第35号
議会だより

「清和文楽、見に来て下さい！」
練習・上演を通して日本の伝統芸能を肌で学ぶ、清和小学校の児童たち。



12月定例会 令和元年第4回定例会は、12月5日に開会し、
11日に閉会しました。条例4件、補正予算6件
及びその他2件などを審議しました。

一般会計補正予算（第4号）
　令和元年度一般会計補正予算は、1億1,900万円を増額し、総額を149億2,900万円としました。
主な内容は次のとおりです。

【土木費】
（土木管理総務費）

【教育費】
（学校振興費）

【災害復旧費】
（現年度農業施設災害復旧費）

（道路維持費）

（体育施設費）

（現年度林業施設災害復旧費）

（重要文化財災害復旧費）

（住宅建設費）

（木造仮設住宅移築事業費）

【総務費】
（戸籍住民登録費）
・印鑑登録システム改修委託料

91万円

【衛生費】
（環境衛生費）
・浄化槽設置整備事業補助金など

680万円
・簡易水道特別会計繰出金など

321万円

・県工事負担金
・土砂災害特別地域内被災者住宅再建支援補助金

1,212万円

・教師用教科書費、指導用教材費など
2,614万円

・測量設計委託費(67件)
・災害復旧費（4件）

4,750万円

【農林水産業費】
（農政費）

（林業振興費）

・農業用ハウス強靭化緊急対策事業費補助金など
182万円

・森林・山村多面的機能発揮対策地域協議会負担金
80万円

・重機借上料、道路維持工事、道路維持用原材料費
672万円

・立木伐採委託料（新体育館建設用地内）
・町営プール他解体工事(アスベスト対策追加工事)

2,084万円

・災害復旧費（久留見尾線）
670万円

・通潤橋災害復旧費
・設計監理費・報告書作成委託料

4,614万円

・下市町有地測量委託料など
344万円

・住宅解体移築工事など
5,660万円

【商工費】
（観光費）

（観光施設費）

（山の都づくり事業費）

・観光情報発信業務委託料
402万円

※通潤橋放水再開を年度内にPRする必要がある。

・そよ風パーク施設運営アドバイザー委託料
・猿ヶ城キャンプ村侵入路安全対策工事
  （令和2年4月再開の予定）

468万円

・移住定住支援拠点施設改修工事
・家屋購入費（上寺地区にある旧矢部高教職員住宅
を熊本県から購入し改修する）

230万円
※旧矢部高教職員住宅は2軒長屋となっており、山

の都地域しごとセンターの事務所と、移住者の短
期滞在用住宅として改修するもの。

※熊本地震後に建設された木造仮設住宅を町内
移築する。3棟、7戸。(県復興基金による事業)
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問
小
・
中
学
校
に
お
け

る
超
過
勤
務
に
つ
い
て
、

県
教
委
の
令
和
元
年
９

月
の
調
査
で
は
、45
時

間
以
上
残
業
し
た
職
員

が
全
体
の
45
・
４
％
。過

労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る

月
80
時
間
以
上
は
13
・

８
％
で
あ
っ
た
。山
都
町

で
は
ど
う
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　令
和
元
年
10
月
に
月

45
時
間
以
上
残
業
し
た

教
職
員
は
全
体
の
６７
％
、

う
ち
、特
例
と
さ
れ
る

月
80
時
間
以
上
が
１８
％

で
あ
っ
た
。

問
小
中
学
校
で
は
、児

童
生
徒
の
虫
歯
予
防
の

た
め
と
し
て
、週
に
１
回
、

フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

原
液
を
薄
め
た
も
の
で

う
が
い
を
さ
せ
る
集
団

フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、事
業

の
主
体
は
ど
こ
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　実
施
主
体
は
、山
都

町
及
び
山
都
町
教
育
委

員
会
。業
務
は
、教
育
委

員
会
・
学
校
・
町
保
健
師

の
３
者
の
分
担
。フ
ッ
化

物
洗
口
液
を
作
る
作
業

を
教
育
委
員
会
職
員
が
、

洗
口
液
を
紙
コ
ッ
プ
に

注
ぐ
作
業
及
び
児
童
生

徒
の
う
が
い
指
導
を
、学

校
の
教
職
員
が
行
い
、町

保
健
師
が
適
宜
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
る
。

問
フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

原
液
は
劇
薬
で
あ
り
、

濃
度
を
間
違
え
な
い
事

や
、こ
れ
を
望
ま
な
い

児
童
生
徒
に
は
実
施
し

な
い
等
、神
経
を
使
う

作
業
を
毎
週
行
う
事
は
、

教
職
員
へ
の
負
担
が
大

き
い
。負
担
軽
減
の
た
め

に
こ
の
事
業
は
取
り
や

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　フ
ッ
化
物
洗
口
は
、熊

本
県
教
育
委
員
会
か
ら

の
通
達
で
、市
町
村
、関

係
部
局
、教
職
員
及
び

学
校
歯
科
医
等
が
連

携
・
協
力
し
、保
護
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
、安
全

に
実
施
す
る
よ
う
依
頼

を
受
け
て
い
る
。希
望
の

有
無
は
、教
育
委
員
会

が
把
握
し
て
お
り
、安
全

性
に
つ
い
て
も
、Ｗ
Ｈ
Ｏ

や
厚
労
省
な
ど
専
門
機

関
が
認
め
て
い
る
。今
後

も
関
係
団
体
と
連
携
し
、

情
報
の
収
集
に
努
め
、正

確
な
判
断
、適
切
な
対

応
で
子
供
た
ち
の
健
康

確
保
に
努
め
た
い
。

問
教
職
員
の
業
務
削
減

に
つ
い
て
具
体
的
な
対

策
は
あ
る
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　児
童
生
徒
へ
の
教
育

の
充
実
と
、教
職
員
の

業
務
削
減
の
観
点
か
ら
、

町
雇
用
の
教
諭
補
助
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。中

学
校
の
部
活
指
導
で
は
、

教
職
員
の
複
数
配
置
や
、

外
部
指
導
者
の
養
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

一　般　質　問

答　�町雇用の教諭補助の確保に努めている。中学校の部活指導では、
教職員の複数配置や、外部指導者の養成に取り組んでいる。

教職員の業務削減について具体的な
対策はあるか

西
に し だ

田　由
ゆ み こ

未子 議員

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

平成14年
1.84本

・虫歯・歯周病の予防方法

・効果的な歯磨き方法

・歯に良い食べ物

学ばせる教育活動を推進

平成27年
0.44本

令和元年
0.31本

令和元年
0.67本

フッ化物洗口あり

フッ化物洗口なし

子ども達の永久歯虫歯保有本数の推移
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一　般　質　問

問
文
科
省
で
は
、教
育

に
お
い
て
学
力
水
準
の

維
持
向
上
を
目
指
し
て

お
り
、そ
れ
は
山
都
町
に

お
い
て
も
同
様
だ
と
思

う
が
、な
ぜ
、そ
れ
を
目

指
す
の
か
。

答（
教
育
長
）

　児
童
生
徒
は
、将
来

の
社
会
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、義
務

教
育
に
お
け
る
各
教
科

の
定
着
は
、児
童
生
徒

自
ら
の
可
能
性
を
高
め
、

よ
り
よ
く
生
き
る
力
を

得
る
事
に
つ
な
が
る
か

ら
で
あ
る
。

問
学
力
水
準
の
維
持

向
上
を
目
指
す
た
め
に
、

学
校
、教
育
委
員
会
で

は
、ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
か
。

答（
教
育
長
）

　学
校
で
は
、教
師
の
指

導
力
向
上
の
た
め
、各

種
研
修
会
へ
の
参
加
や
、

校
内
研
修
で
の
授
業
研

究
会
を
行
っ
て
い
る
。ま

た
、教
育
委
員
会
は
、予

算
措
置
に
よ
る
学
校
教

育
環
境
の
整
備
充
実
が

一
番
の
使
命
で
あ
る
。町

単
独
で
教
諭
補
助
の
配

置
を
行
い
、学
校
教
育

指
導
員
に
よ
る
授
業
改

善
に
向
け
た
指
導
助
言

に
も
当
た
っ
て
い
る
。

問
学
力
向
上
に
向
け
た

家
庭
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答（
教
育
長
）

　家
庭
や
地
域
の
力
を

学
校
教
育
に
生
か
す
と

い
う
こ
と
は
、今
後
ま
す

ま
す
重
要
で
あ
る
。学

校
課
題
の
共
有
、解
決

に
向
け
た
地
域
の
教
育

協
力
な
ど
、地
域
全
体

で
、子
供
の
学
習
や
健

全
育
成
に
か
か
わ
る
こ

と
が
、豊
か
な
育
ち
に

よ
り
よ
い
影
響
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、地

域
に
開
か
れ
た
学
校
の

取
り
組
み
が
、今
ま
さ

に
全
国
で
推
進
さ
れ
て

い
る
。家
庭
と
の
連
携
で

は
、家
庭
学
習
の
定
着

や
読
書
量
の
増
加
、学

習
活
動
に
対
す
る
家
族

に
よ
る
励
ま
し
や
承
認

と
い
う
こ
と
が
、学
力
向

上
に
大
き
く
関
係
す
る
。

眞
ま は ら

原　 誠
まこと

 議員

答　�義務教育における各教科の定着は、児童生徒自らの可能性を高
め、よりよく生きる力を得る事につながるからである。

なぜ、学力水準の維持向上を目指す
のか

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

『学力』に関する様々な情報が
記載されている文科省のＨＰ

児童、生徒、学生
等が受け身ではな
く、自ら能動的に学
びに向かう能動的
学習、アクティブ・
ラーニングも推進
される
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問
山
都
町
の
小
中
学
校

に
お
け
る
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
は
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　例
年
４
月
に
、小
学

６
年
生
と
中
学
３
年
生

を
対
象
に
し
た
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
。山
都

町
全
体
で
は
、全
国
平

均
や
熊
本
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
年
も
あ
れ

ば
、下
回
っ
て
い
る
年
も

あ
る
。こ
こ
数
年
の
傾

向
と
し
て
は
、概
ね
全

国
平
均
並
み
だ
。

問
学
力
向
上
に
は
読
書

量
が
関
係
し
て
い
る
。一

方
で
、ゲ
ー
ム
時
間
が

長
い
ほ
ど
、学
校
や
仕

事
の
遅
刻
・
欠
席
、家
族

へ
の
暴
力
な
ど
の
悪
影

響
が
出
て
い
る
と
聞
く
。

ゲ
ー
ム
の
時
間
を
少
し

で
も
読
書
に
回
す
よ
う

に
、教
育
委
員
会
が
動

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答（
教
育
長
）

　山
都
町
で
は
、平
成

30
年
度
に
第
三
次
山
都

町
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
を
作
成
し
て
い

る
。学
校
・
地
域
・
家
庭
・

町
立
図
書
館
・
行
政
が

連
携
し
て
、子
供
た
ち
の

読
書
環
境
を
整
備
し
て

い
き
た
い
。読
書
は
、豊

か
な
感
性
、表
現
力
、創

造
力
な
ど
を
育
む
上
で

重
要
で
あ
り
、結
果
と

し
て
、読
解
力
の
向
上

や
、学
力
テ
ス
ト
の
得
点

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
い
る
。

問
人
権
教
育
は
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
行
く
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　部
落
差
別
は
、ま
だ

完
全
解
消
に
は
至
っ
て

い
な
い
。全
国
で
差
別
落

書
き
や
身
元
調
査
な
ど

の
事
案
が
発
生
し
て
お

り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

差
別
書
き
込
み
は
、目

を
覆
う
よ
う
な
状
況
。

ま
た
、部
落
差
別
以
外

に
、障
害
者
差
別
、外
国

人
差
別
、い
じ
め
等
、さ

ま
ざ
ま
な
差
別
に
よ
り
、

多
く
の
人
が
悩
み
苦
し

ん
で
お
り
、尊

い
命
が
奪
わ
れ

る
事
件
も
起

き
て
い
る
。小

中
学
校
で
の
人

権
教
育
は
、こ

れ
ま
で
の
同
和

教
育
の
成
果

を
踏
ま
え
、同

和
問
題
の
解

決
を
柱
に
、さ

ま
ざ
ま
な
差
別

の
解
消
に
努
め

る
学
校
同
和

教
育
を
展
開
し

て
お
り
、今
後
も
こ
の
方

針
に
沿
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
近
隣
町
村
と
比
較
す

る
と
、山
都
町
の
人
権

教
育
の
予
算
額
は
大
き

い
が
、適
正
か
。事
業
の

効
率
化
を
進
め
、財
源

不
足
で
絞
ら
れ
て
い
る
、

他
の
教
育
関
係
予
算
に

配
分
す
る
事
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答（
総
務
課
長
）

　現
状
分
析
や
未
来
予

測
の
上
、最
少
限
の
経

費
で
最
大
限
の
効
果
を

発
揮
す
る
予
算
を
積
算

し
、執
行
し
て
い
る
。そ

れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体

に
お
い
て
は
、地
域
の

実
情
に
応
じ
た
施
策
を

行
っ
て
お
り
、適
正
な
予

算
配
分
か
ど
う
か
の
比

較
は
、各
自
治
体
の
条

件
や
基
準
に
照
ら
し
合

わ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、的
確

な
回
答
は
で
き
な
い
。

一　般　質　問

答　�全国平均や熊本県平均を上回っている年もあれば、下回っている
年もある。ここ数年の傾向としては、概ね全国平均並みだ。

山都町の小中学校における学力テス
トの結果は

矢
や に た

仁田　秀
ひでのり

典 議員

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

学校の図書室で本を選ぶ児童
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問
次
年
度
の
予
算
編
成

に
お
け
る
主
眼
は
何
か
。

答（
町
長
）

　前
年
度
か
ら
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
。グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

内
に
、ほ
と
ん
ど
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、そ
れ
を
進

め
る
。災
害
か
ら
の
復
旧

復
興
は
、本
年
度
で
予
算

措
置
が
終
わ
っ
て
お
り
、

来
年
度
は
工
事
の
完
了

を
目
指
す
。

問
事
業
の
見
直
し
、Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
は
、ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　事
業
の
目
的
及
び
役

割
が
現
状
に
即
し
て
い

る
か
を
検
証
し
、財
源
の

効
率
的
、効
果
的
な
活

用
に
つ
な
げ
る
た
め
、平

成
30
年
度
の
事
務
事
業

評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

役
割
を
終
え
た
事
業
は

な
い
か
、今
の
や
り
方
で

効
果
は
得
ら
れ
て
い
る
の

か
、見
直
し
改
善
に
つ
な

げ
る
べ
く
、４
２
２
事
業

に
つ
い
て
評
価
。や
り
方

改
善
・
統
廃
合
・
連
携
・

廃
止
と
評
価
さ
れ
た
事

業
は
、各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
な
が
ら
、具
体
的
な
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。ま

た
、補
助
金
の
見
直
し
、

制
度
の
廃
止
な
ど
、住
民

に
直
接
関
係
す
る
事
業

も
あ
り
、住
民
へ
の
説
明

を
実
施
す
る
。

問
病
後
児
保
育
は
利
用

度
が
低
く
、病
児
保
育

に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

答（
福
祉
課
長
）

　病
後
児
保
育
は
平
成

29
年
９
月
か
ら
開
始
し

て
、今
年
で
３
年
目
。登

録
者
は
、年
々
増
加
し
て

お
り
現
在
40
名
の
保
護

者
が
登
録
。今
後
は
、保

護
者
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に

把
握
し
、関
係
機
関
と
の

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、病

児
・
病
後
児
保
育
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
く
。

問
保
護
者
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
具
体
的
な
方
法
は
。

答（
福
祉
課
長
）

　保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
。

問
新
年
度
か
ら
始
ま
る

英
語
教
育
と
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
へ
の
取
り
組
み
は
。

現
場
支
援
の
人
員
配

置
や
、教
師
の
研
修
、サ

ポ
ー
ト
体
制
へ
の
予
算

立
て
は
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　新
学
習
指
導
要
領
の

準
備
の
た
め
の
予
算
と

し
て
、国
の
補
正
予
算
の

動
向
も
見
な
が
ら
、教
職

員
の
英
語
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研

修
等
に
か
か
る
費
用
、英

語
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
支
援
員
、ま

た
、町
支
援
教
諭
の
確
保

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。

一　般　質　問

吉
よしかわ

川　美
み か

加 議員

答　�グランドデザイン内に、ほとんどの重点プロジェクトが含まれている
ので、それを進める。災害復旧は、来年度の工事完了を目指す。

次年度の予算編成における主眼は
何か

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

PLAN

ACTION

DO

CHECK

01 計画
計画を立てる

02 行動
計画を実行する

04 改善
改善して次に繋げる

03 行動
行動を評価する

事業の見直し
をするPDCA
サイクル

生産技術における品
質管理などの継続的
改善手法。

Plan（計画）
↓

Do（実行）
↓

Check（評価）
↓

Act（改善）
の4段階を繰り返すこ
とによって、業務を継
続的に改善する。
（Wikipediaより引用）
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一　般　質　問

答　�まだ移転か新規設置か決定していないが、どんなコンセプトで、どう
いう機能を持った道の駅にするのか、計画策定の受託事業者と協
議を進めている。

道の駅通潤橋を矢部インター出口付近に
移設する計画があるが、その整備内容は

甲
か い

斐　重
しげあき

昭 議員

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

着 と々進む矢部インターチェンジの工事

問
九
州
中
央
道
は
、矢

部
・
蘇
陽
間
が
計
画
段

階
評
価
対
象
区
間
と

な
っ
た
。矢
部
イ
ン
タ
ー

の
開
通
は
、令
和
何
年
度

と
予
測
し
て
い
る
か
。

答（
町
長
）

　九
州
中
央
道
の
要
望

活
動
は
、県
と
協
議
を

し
な
が
ら
、国
交
省
・
財

務
省
に
行
っ
て
お
り
、蘇

陽
・
五
ヶ
瀬
間
の
早
期
事

業
化
も
お
願
い
し
て
い
る
。

矢
部
ま
で
は
２
年
半
後

の
開
通
を
期
待
し
て
お

り
、今
後
も
陳
情
活
動

を
進
め
て
い
く
。

問
清
和
地
区
の
方
々
か

ら
、清
和
地
区
に
イ
ン

タ
ー
を
希
望
す
る
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

国
交
省
に
は
ど
の
よ
う
に

つ
な
い
で
い
る
か
。

答（
町
長
）

　そ
の
点
は
、陳
情
の
た

び
に
要
望
し
て
い
る
。清

和
地
区
に
は
選
果
場
や

製
材
工
場
が
あ
り
、産

業
物
流
の
観
点
か
ら
も
、

清
和
イ
ン
タ
ー
は
必
要
。

ま
た
、福
岡
・
延
岡
間
の

高
速
バ
ス
の
運
行
に
対
し

て
、高
速
バ
ス
の
停
車
場

も
要
望
し
て
い
る
。

問
矢
部
・
蘇
陽
間
計
画

段
階
評
価
対
象
区
間
の

第
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
後
の
検
討
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　第
１
回
九
州
地
方
小

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、意

見
聴
取
が
行
わ
れ
た
。こ

の
内
容
を
受
け
、第
２

回
九
州
地
方
小
委
員
会

が
開
催
さ
れ
る
予
定
。こ

こ
で
地
域
か
ら
の
意
見

内
容
の
確
認
、今
後
の
政

策
目
標
等
が
設
定
さ
れ
、

そ
の
後
、住
民
と
沿
線

自
治
体
か
ら
、再
度
意
見

が
聴
取
さ
れ
る
。そ
の
後
、

第
３
回
九
州
地
方
小
委

員
会
を
経
て
、対
応
方

針
、概
略
ル
ー
ト
、構
造

等
が
決
定
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

問
道
の
駅
通
潤
橋
を
矢

部
イ
ン
タ
ー
出

口
付
近
に
移
設

す
る
計
画
が
あ

る
が
、そ
の
整
備

内
容
は
。

答（
山
の
都
創

造
課
長
）

　矢
部
イ
ン

タ
ー
付
近
の
道

の
駅
計
画
は
、ま

だ
移
転
か
新
規

設
置
か
の
決
定

を
し
て
い
な
い
。

道
の
駅
は
、十
分

な
容
量
の
24
時

間
対
応
の
駐
車

場
、清
潔
な
ト
イ

レ
、授
乳
や
お
む

つ
交
換
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
、道
路
情
報
・
地
域
情

報
の
案
内
所
、休
憩
所
等

の
整
備
が
認
定
要
件
と

な
っ
て
お
り
、ど
ん
な
コ

ン
セ
プ
ト
で
、ど
う
い
う

機
能
を
持
っ
た
道
の
駅

に
す
る
の
か
、計
画
策
定

の
受
託
事
業
者
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。本
年
度

中
に
基
本
計
画
の
策
定

を
終
了
し
、令
和
２
年

度
に
、基
本
設
計
、実
施

設
計
、令
和
３
年
度
に

工
事
着
手
、年
度
内
の

完
了
を
予
定
し
て
い
る
。
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「
S
D
G
s
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
し
ょ
う
か
」

町
長「
貧
困
と
飢
餓
、森
林
保
全
と
海

洋
保
全
な
ど
、17
の
目
標
は
全
て
繋
が
っ

て
い
る
。社
会
を
形
成
す
る
人
の
生
活
、

産
業
、そ
の
土
台
と
な
る
自
然
環
境
、こ

れ
ら
を
お
互
い
に
犠
牲
に
す
る
こ
と
な

く
持
続
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
目
標
だ

と
捉
え
て
お
り
、人
間
社
会
の
持
続
に

は
必
要
な
目
標
だ
と
思
う
。」

「
S
D
G
s
は
地
方
創
生
を
後
押
し
す

る
と
し
、政
府
は
、こ
れ
を
地
方
創
生
の

柱
と
し
て
い
ま
す
が
」

町
長「
確
か
に
、所
得
の
向
上
や
教
育

政
策
、福
祉
の
充
実
、産
業
育
成
や
経

済
成
長
な
ど
、地
方
創
生
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
S
D
G
s
と
直
結
し

て
い
る
。ま
た
、S
D
G
s
未
来
都
市
の

選
定
を
受
け
る
と
、S
D
G
s
の
様
々

な
取
組
に
政
府
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
い
が
、受
け
ら

れ
る
も
の
は
受
け
て
い
き
た
い
。」

「
財
政
に
有
利
に
働
く
側
面
も
あ
る
わ

け
で
す
ね
。現
在
の
取
り
組
み
と
、今
後

の
方
針
は
」

町
長「
山
都
町
の
こ
れ
ま
で
の
、そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
政
策
は
S
D
G
s
に
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
も
の
ば
か
り
。最
近
話

題
と
な
っ
て
い
る
茅
葺
屋
根
は
、屋
根
そ

の
も
の
だ
け
で
な
く
、茅
場
の
運
営
も

S
D
G
s
だ
と
言
わ
れ
て
い
て
、山
都
町

に
も
ゆ
か
り
深
い
。循
環
型
の
農
業
も

昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
い
る
し
、そ
れ
ら

を
支
え
よ
う
と
す
る
事
業
も
S
D
G
s

と
言
え
る
。現
在
、S
D
G
s
未
来
都

市
の
申
請
に
向
け
て
、準
備
を
進
め

て
お
り
、今
後
は
、各
課
か
ら
一つ
以
上
、

S
D
G
s
事
業
を
出
し
て
も
ら
い
、具

体
的
な
推
進
に
つ
な
げ
た
い
。」

SDGs：Sustainable Development Goals
（サステナブル　デヴェロプメント　ゴールズ）
日本語訳は「持続可能な開発目標」
2030年までに、先進国も途上国も、国も企業もＮＰＯ
も個人も、あらゆる垣根を越えて協力し、より良い未
来をつくろうと国連で決まった17個の目標のこと。
法的な義務を持つ取り決めではなく、自主的な取り
組みを促す目安であり、貧困からの脱出など、「誰も
置き去りにしない世界をつくる」という概念を持つ。

①
山
都
町
民
へ
の
周
知

　
昨
年
6
月
の『
広
報

や
ま
と
』か
ら
連
載
で

S
D
G
s
に
つ
い
て
解
説
。

②
役
場
職
員
の
理
解
推
進

　
研
修
会
を
定
期
的
に
開
催
。

③
自
治
体
S
D
G
s
の
理
念

に
則
っ
た
政
策
の
立
案

　
今
年
度
中
を
目
標
に
計

画
を
策
定
中
。

④
S
D
G
s
未
来
都
市

　
今
年
度
中
の
申
請
を
予
定
。

　
平
成
28
年
か
ら
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
に
向
け
た
検
討

を
進
め
、平
成
30
年
か
ら
年

次
で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
い
る
。

　
令
和
２
年
か
ら
の
10
年
を

「
行
動
の
10
年
」と
し
て
、展

開
を
加
速
さ
せ
る
。ま
た
、Ｓ

Ｇ
Ｄ
ｓ
達
成
を
目
指
す
事
は

地
方
創
生
を
後
押
し
す
る
と

し
て
、自
治
体
に
対
し
積
極

的
な
取
り
組
み
を
促
す
。

“S
エスディージーズ

DGs”って何だろう？
～山都町はどう動く？～

　最
近
、様
々
な
場
面
で

S
D
G
s
の
目
標
ア
イ
コ

ン
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。み
な
さ
ん
は
、

S
D
G
s
に
つ
い
て
、ど
の
く

ら
い
認
識
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？「
横
文
字
は
苦
手
・・
」

「
国
連
が
採
択
し
た
と
こ
ろ

で
、自
分
が
何
を
す
る
の
か
？
」

「
私
は
意
識
し
て
生
活
し
て

い
る
。」等
々
、反
応
は
様
々
で

し
ょ
う
。山
都
町
も
S
D
G
s

へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

が
、そ
の
内
容
を
、梅
田
町
長

に
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

町
の
取
り
組
み

政
府
の
動
き

町
長
に
聞
く

S D Gｓアク
ション・プラッ
トホームのHP

SDGsアクショ
ンプラン2020

特　集
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十
月
三
日
、四
日
の
日
程
で
、兵
庫
県

佐
用
町
の
行
政
視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。

　
山
都
町
と
似
通
っ
た
条
件
の
中
で
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

【
公
共
交
通
利
用
の
支
援
】

（
町
運
営
）

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
定
期
路
線
、２
経
路

の
運
営

（
社
協
運
営
）

病
院
や
買
い
物
な
ど
外
出
の
支
援
事
業

「
さ
よ
さ
よ
サ
ー
ビ
ス
」

　利
用
券

　一冊
四
千
円（
十
枚
綴
り
）

　子
ど
も
・
要
介
護
者
・
高
齢
者
は
半
額

　一回
の
利
用
に一
枚
の
使
用

　町
内
の
乗
降
に
適
用

　前
日
三
時
ま
で
に
電
話
予
約

　地
域
別
に
隔
日
運
行

「
江
川
ふ
れ
あ
い
号
」

　江
川
ふ
れ
あ
い
号
は
、地
域
づ
く
り

協
議
会（
自
治
振
興
区
）の
地
域
交
通

部
会
が
江
川
地
区
住
民
を
対
象
に
運

営
し
て
い
ま
す
。自
宅
か
ら
目
的
地
ま

で
、一
日
四
往
復
で
基
本
的
に
佐
用
町

内
の
運
行
に
限
ら
れ
ま
す
。

利
用
券

　一冊
三
千
円（
十
枚
綴
り
）

　
　
　
　
　子
ど
も
は
半
額

　利
用
の一
時
間
前
ま
で
に
電
話
で
予

約
。「
さ
よ
さ
よ
サ
ー
ビ
ス
」「
江
川
ふ

れ
あ
い
号
」は
、十
人
乗
り
の
小
型
車

両
で
、町
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
働
き

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
、高
齢
者
や
要
介
護
者
の

た
め
に
、タ
ク

シ
ー
運
賃
の
補

助
、福
祉
車
両

の
貸
し
出
し
、

入
退
院
の
移
送

支
援
が
あ
り
ま

す
。

【
廃
校
舎
の
利
活
用
へ
の
取
り
組
み
】

　廃
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、十

年
間
土
地
建
物
の
無
償
貸
し
付
け
が

功
を
奏
し
て
、民
間
の
利
活
用
が
進
ん

で
い
ま
す
。佐
用
町
は
、中
国
自
動
車

道
の
Ｉ
Ｃ
が
あ
り
、在
来
線
も
あ
る
こ

と
か
ら
、都
市
部
と
の
交
流
が
し
や
す

い
の
が
メ
リ
ッ
ト
の
よ
う
で
す
。

《
廃
校
舎
の
利
用
例
》

「
次
世
代
型
農
業
プ
ラ
ン
ト（
ト
マ
ト

栽
培
）」「
佐
用
日
本
語
学
校（
外
国
人

労
働
者
対
象
）」「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
」の
民
間
利
用
の
他
、地
域
づ

く
り
協
議
会
が
運
営
す
る「
や
ま
の
い

え
幕
山（
喫
茶
、レ
ス
ト
ラ
ン
等
）」な
ど

の
活
用
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

�

佐
用
町
も
本
町
も
、地
域
づ
く
り
の

形
は
似
て
い
ま
す
。合
併
し
て
十
五
年
、

町
の
あ
り
方
を
練
り
直
す
時
期
に
来

て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
視
察
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

山
都
町
議
会
視
察
研
修
報
告

学
び
①

交
通
支
援
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富

学
び
②

廃
校
舎
の
利
活
用
が
す
ご
い
！

【佐用町の概要】
兵庫県西部にあり、岡山県境に位置する。

人口　16,639人(令和元年10月現在)

面積　307.44㎢

　平成17年、4町が合併して佐用町となる。地域
づくりは、本町の「自治振興区」制度と同様の「地
域づくり協議会」が旧小学校区単位で設置され、
住民自治が進められている。

【11月20日　視察研修の受け入れ】
　福岡県みやこ町から、広報委員会へ視察研修をして
頂きました。
　山都町議会が発行している「議会だより」を目にとめ
て頂き、一般質問から見える町の取り組みや、広報を作
る際の配慮（写真の承諾等）、レイアウトの工夫、記事に
合わせる写真の選び方など、多岐に渡るご質問を頂き、
当委員会にとっても大変刺激を頂いた研修となりまし
た。今後の紙面作りに活かして参ります。
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10月  1日

10月3、4日

11月  8日

11月21日

熊本県町村議会議員研修
　講師：片山善博氏（元総務大臣）
　　　「地方議会のあり方」
山都町議会行政視察研修
　視察先：兵庫県佐用町
上益城郡町議会議員研修
　講師 : 齋藤健二郎氏

( 国府高校硬式野球部監督 )
　「人間力を身につける」

熊本県町村議会広報研修会

研　修　報　告
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条例の制定/一部改正/町道認定

議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。
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※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせください。（☎72-1289）

次の定例会は、

3月の予定です。
傍聴にお越しください。

編
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よ
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す
。

　平
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本誌で掲載していない
12月定例会の議案と議
決結果は、山都町HPに
掲載してあります。
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【町道認定】
　山都町分譲地「山都テラス」内の2路
線を町道に認定しました。

※山都町では、町中心部に整備した住
宅用地「山都テラス」を分譲していま
す。残り3区画です。申し込み順に決定
しますので、希望される方はお早めに。
問合せ先：山の都創造課
☎72－1158

未

未

未

山都テラス1号線

山都テラス2号線

(有)虹の通潤館出資額

ＪＡ上益城
75万円

山都町商工会
75万円

(株)ジャパックス
150万円

山都町
200万円

（誤） （正）

77万円 7万円

「議会だより山都」
第34号の
訂正とお詫び

「議会だより山都」第34号
に誤りがありました。訂正し
てお詫びいたします。
	
■	2ページ	
令和元年度一般会計補正予
算（第3号）
【農政費】・地域営農組織ス
テップアップ支援事業
　補助金　77万円




